
 帰還困難区域等における鳥獣の捕獲状況

データでみる福島再生

・地域住民が避難し、狩猟等を行うことができない帰還困難区域内等において、

帰還準備や帰還後の生活、地域経済の再建に大きな支障が生じないよう、
イノシシ、アライグマ、ハクビシンの捕獲等の対策を実施しています。

・事業は５町村（富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村）で実施していまし

たが、2026年5月より飯舘村でも実施しています。
・鳥獣の生息状況調査と捕獲の他、2019年7月からは浪江町の仮設焼却施設内、
2025年1月からは中間貯蔵施設区域（大熊町）テント内にて整備した軟化処理

設備で、捕獲した個体を減容化した上で焼却処理を実施しています。

概要

捕獲対策 中間貯蔵施設区域（大熊町）
テント内の軟化処理設備

アライグマの捕獲

・8月は、イノシシ163頭、アライグマ170頭、ハクビシン29頭を捕獲しました。

・2026年度の累計捕獲数(8月末現在)は、イノシシ261頭、アライグマ313頭、
ハクビシン55頭です。

8月の捕獲数 2026年度の捕獲数累計（8月末現在）

イノシシ アライグマ ハクビシン イノシシ アライグマ ハクビシン

富岡町 3 6 2 5 12 4

大熊町 20 27 4 25 50 8

双葉町 33 34 19 43 61 36

浪江町 78 76 2 135 140 4

葛尾村 7 14 2 13 26 3

飯舘村 22 13 0 40 24 0

計 163 170 29 261 313 55

イノシシ等の捕獲状況

2026年9月7日
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これまでの捕獲状況

・これまでの各町村別捕獲実績は、下の表のとおりです。また、2026年度の

月別のイノシシ捕獲数は下のグラフ（前年同月と対比）のとおりです。

2026年9月2日時点

各町村別の捕獲実績 ※2026年度は2026年8月末現在の実績

富岡町 大熊町 双葉町 浪江町 葛尾村 飯舘村 合計

イノシシ
（2012，

2013年度
はイノブタ
含む）

2012年度～
2022年度

1,185 3,069 2,835 1,844 238 - 9,171 

2023年度 11 84 118 339 27 - 579

2024年度 31 42 103 197 20 - 393

2025年度 15 81 136 348 46 - 626
2026年度 5 25 43 135 13 40 261
合 計 1,247 3,301 3,235 2,863 344 40 11,030

アライグマ
ハクビシン

2015年度～
2022年度

アライグマ 548 1,119 1,124 338 59 - 3,188 
ハクビシン 119 129 186 96 32 - 562

計 667 1,248 1,310 434 91 - 3,750 

2023年度

アライグマ 28 77 118 43 11 - 277
ハクビシン 1 14 33 4 1 - 53

計 29 91 151 47 12 - 330

2024年度

アライグマ 10 36 56 12 18 - 132
ハクビシン 3 6 30 5 0 - 44

計 13 42 86 17 18 - 176

2025年度

アライグマ 18 43 62 59 21 - 203
ハクビシン 5 4 19 5 0 - 33

計 23 47 81 64 21 - 236

2026年度

アライグマ 12 50 27 140 26 24 313
ハクビシン 24 8 17 4 3 0 55

計 16 58 44 144 29 24 368

合 計

アライグマ 616 1,325 1,421 592 135 24 4,113
ハクビシン 132 161 304 114 36 0 747

計 748 1,486 1,725 706 171 24 4,860

単位：頭
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